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編　集　後　記

学術論文にはある一定の書き方の様式があり，これに
従って記載することが望まれます．臨床神経学雑誌では，
要約，前文，対象・方法，結果・成績，考案から構成され，
この様式は 50年以上の前からはじまったものと思われ，
少なくとも私が神経学会に入会して以来この様式には変化
がありません．
論文は首尾一貫して，目的，対象・方法から結果，この
結果に対する考案が順序よく流れ，整頓かつ簡潔に記載さ
れ，また自らの結果を批判的に考察しなければなりません．
しかし，実際に私自身が論文を作成する際にも中々このよ
うに論文は書けません．言うは易く，行うは難いといった
ところです．論文を査読していて，相当に価値がある論文

と理解するものの，考案において支離滅裂な構成のため大
幅な修正をお願いする論文を数多く認めます．考案の構成
には十分に気を配って頂きたい．結果から考案，そして結
論を導くにあたり，少なくとも発表論文として海外の論文
にも十分に目を通し，論文の成果を自ら批判的にとらえる
観察力をもって論文の考案を作成して頂きたい．また症例
報告では画像が重要な役割を果たすことは言うまでもあり
ませんが，その画像を載せる意義が不明であったり，その
説明文が間違っていることがあり，このような論文の評価
は明らかに低下します．必要最低限の画像の選択と適切な
所見の記載が行われることを切望します．

（野村　恭一）


